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ブルーベリーの流通・消費の実態と新品種の開発・普及の方向
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摘 要（短縮版）

ブルーベリーの種間交雑育種によってこれまでに，温暖地域での栽培適性があり，かつ省力的な房取り収穫が

可能な新品種候補系統やアントシアニン高含量の品種を作出した。そこで，都内を中心にブルーベリーの流通・

消費および新品種等の果実についてマーケティング調査を行った。この結果をもとに，新品種等5種類について，

各々の普及の方向に関して考察を行った。さらに今後のブルーベリー育種の方向を検討し，温暖地適応性，房取

り収穫などの特性に加えて必要な特性について考察を行った。
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１．はじめに

ブルーベリー（Vacciniumspp.）はアントシアニン

を豊富に含み，機能性が期待できることや，比較的栽

培しやすい果樹であることから，国内外で生産，消費

ともに増加している。東京都でのブルーベリーの導入

は国内ではいち早く1960年代に始まり，他県に先駆

けてラビットアイブルーベリー（以下，ラビットアイ）

の経済栽培が開始された。国内での栽培面積は東京都

が1位を占める（農林水産省生産局園芸作物課，2018）。

ブルーベリーは果房内での果実成熟が不揃いである

ため，収穫は一粒ずつ手摘みで行われる。このため，

ブルーベリー栽培では労働時間に占める収穫労力の割

合が他の果樹に比べて大きく，規模拡大や人件費削減

を妨げる原因となっている。さらに，個別収穫した果

実では，露出した果柄痕から水分蒸発や病原菌の侵入

が起こり，日持ち性が低下するという問題もある。ま

た，ブルーベリーはアントシアニンを豊富に含むと一

般に認知されているものの，近縁種のビルベリー（玉

田，2008）や日本在来野生種のナツハゼ（津田ら，

2014）のほうがブルーベリーよりもアントシアニン含

量や抗酸化活性が高いことがわかっている。

そこで，著者らはこれまでにブルーベリーと近縁野

生種を育種素材に用いた種間交雑育種に取り組み，関

東以南の温暖地域での栽培に適応し，かつ省力的な房

取り収穫が可能な系統（Miyashitaetal.，2019）や，従

来品種に比べてアントシアニン含量が高い品種（Tsuda

etal.，2013）の開発に成功した。また房取り収穫し，

房付きで貯蔵した果実については，個別収穫した果実

よりも貯蔵性が高いことが示唆されている（望月ら，

2021）。このような有用特性をもった新品種が普及す

れば，ブルーベリーの生産振興をはじめ，広くブルー

ベリー関連産業の発展に寄与できる可能性がある。一

方で，これらの雑種果実は従来品種とは味や果色が異

なり，サイズが小さめであるなど評価の分かれる特性

も有する。このような新しいタイプのブルーベリーに

ついて効果的な開発・普及戦略を構築するためには，

マーケティング調査により市場や消費者の反応を把握

することが重要である。

また，国産ブルーベリーでは観光摘み取り園や直売，

生協など大口需要者や卸売市場への出荷，加工業者へ

の加工原料としての出荷など，多様な販売方法が用い

られるが（日本ブルーベリー協会，2005），マーケティ

ングの観点からの調査研究は少ない。ブルーベリーの

都市内観光農園の経営実態（半澤ら，2010），観光農

業経営の評価（森本，2013），生産・販売の農福連携

（澤野，2018）などの報告はあるものの，知見はまだ

乏しいのが現状である。新しいタイプのブルーベリー

については，どのような販売および経営形態に適合す

るかを，マーケティングの観点から明らかにする必要

がある。

そこで本研究では，大消費地である東京都内を中心

に，ブルーベリーの流通・消費および新品種の果実に

ついてマーケティング調査を行い，その結果をもとに

新品種の効果的な開発や普及の方向性について考察を

行った。

２．供試した品種・系統

新品種および新品種候補系統（以下，新品種等）の

調査対象は，東京都農林総合研究センターが作出した

TB-1など4系統，および宮崎大学等が育成した「み

のうの輝」，計5種類である（表1，図版1）。新品種

等のうち，TB-1，TB-2，TB-5はハイブッシュブルー

ベリー（以下，ハイブッシュ）とラビットアイの種間

雑種であり，いずれも房取り収穫適性をもつほか，タ

ネ無し～少ない，果皮色が黒い～やや黒い，などの特

性を有する。なお，ブルーベリーの従来品種も果皮は

黒いが，果皮表面に多量のブルームがあるために青く

見えるのに対し，種間雑種はブルームの量が少ないた

めに黒っぽく見える。TB-4はハイブッシュの自然交

雑実生であり，大粒かつ食味が非常に優れ，ハイブッ

シュとしては比較的，都内栽培環境に適応性がある。

「みのうの輝」はハイブッシュと日本在来野生種シャ

シャンボとの節間雑種であり，果肉まで紫色で，アン

トシアニン含量が既存品種に比べて高い特性をもつ，

加工用の品種である。また，これら5品種・系統につ

いてはいずれも，その交配・選抜の経緯から，関東以

南の温暖地栽培に適合すると考えられる。

後述する2020年8～9月実施の食味調査には，TB-

4を除く4品種・系統，および対照として都内主要品

種「ティフブルー」を供試した。TB-4については，

早生（6月収穫）であることや典型的なハイブッシュ

の果実（大粒で食味が優れる）であることから，食味

調査は実施しなかった。

３．流通の動向

（1）調査方法

ブルーベリーの流通実態の把握および新品種等の果

実評価のため，2020年 9月 2～10日にヒアリング

（面接）調査を実施した。調査対象は，いずれも都内

に拠点があるA農業協同組合，B農家兼加工業者，C1
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卸売業者，C2仲卸売業者，D食料品小売店，Eイン

ターネット販売業者，F食品製造小売業者，G菓子製

造兼販売業者の8団体である。調査では各1～2時間

程度，ブルーベリーの取り扱い状況や新品種等の果実

評価などについて聞き取りを行った。なお先方の都合

上，D食料品小売店の調査のみオンラインで実施した。

新品種等の果実評価では，果実の試食および資料を

用いた品種特性の説明を行い，各々について感想や評

価の聞き取りを行った。果実は同年8月中に収穫して

冷蔵保存していた生果を供試し，TB-1，TB-2，TB-5

では房付きの果実を，「ティフブルー」ではバラの果

実を用いた。「みのうの輝」については資料説明のみ

行った。

（2）A農業協同組合でのブルーベリーの取り扱い状況

A農業協同組合では，農業振興課の職員にヒアリン

グ調査を行った（表2）。A農業協同組合が位置する

地域では観光摘み取り園が多く，来園者の多くは近隣

住民である。生産量の9割は摘み取りで販売され，残

り1割が生産者により収穫され，各生産者の直売所な

どでパック販売されている。直売所では摘み取り販売

よりやや高値をつけて販売されるが，収穫の手間を考

えるとパック販売できる果実は1割程度が限界と考え

られる。実際，農協の直売所にも多く出してほしいと

生産者に要望しているが，現状では少量に留まってい

るという。また，学校給食用にブルーベリーを提供し

てほしいと依頼を受けたことがあったが，収穫期が夏

休みに重なってしまうことや，収穫が手間であること

から実現には至っていない。摘み取り客などの消費者

が果実品質に求めることは，生食であれば甘さと粒の

大きさ，ジャムにするのであれば酸味やタネの食感が

残るものである。また，ブルーベリーに対する要望や

改善点などを聞くと，秋ごろ（9月以降）も収穫でき

る品種が欲しいとの意見があった。東京都で開発した

品種であれば一定のブランド力がある，と期待の声が

あがった。

（3）B農家兼加工業者でのブルーベリーの取り扱い状況

B農家兼加工業者では，生産者2名（代表者とその

妻）にヒアリング調査を行った（表3）。B農家兼加

工業者では，年間を通して約 40種類の野菜および果

実（ブルーベリー以外）の生産や販売をしながら，収

穫した作物を用いた漬物，ジャム，シフォンケーキ等

の加工品を製造販売している。加工品の製造販売につ

いては，自身が栽培した作物だけでなく，近隣農家を

中心に15軒程度から加工品の製造を請け負っている。

また，B農家兼加工業者によると，近隣農家で学校給

食にブルーベリーを卸しているところがあったが，生

果の場合は1粒単位で数えて納品しなければならず，

負担に感じている様子であった。B農家兼加工業者で
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表１ 供試した品種・系統の概要

a)「みのうの輝」は福岡県久留米市，その他は東京都立川市での調査に基づく



は，ブルーベリーの加工品としてはジャムを製造して

いる。ブルーベリーでは生食での販売が味，価格の面

で優れていることから，販売の主軸はあくまでも生果

であり，ジャムは生果で販売しきれなかった分で製造

している。またジャム加工の受託については，兼業の

ため多くは受けられないものの，長期間販売したいと

いう委託先農家の希望に応えて実施している。原材料

の果実を納品する委託先農家に対しては，小果柄やゴ

ミを取り除くなど丁寧に取り扱うことを強く希望して

いる。

（4）C1卸売業者およびC2仲卸業者でのブルーベリー

の取り扱い状況

C1卸売業者およびC2仲卸業者にヒアリング調査

を行った（表4）。両業者ともに東京都中央卸売市場

淀橋市場を拠点として青果物を取り扱い，C1卸売業

者は全国のJAや都内の仲卸業者，量販店等，C2仲卸

業者は外食店や量販店を主な取引先としている。両業

者のブルーベリーの取り扱いについては，品種別に納

品されることはほとんどなく，品種が混ざった状態や，

ハイブッシュ，ラビットアイというおおまかな区別で

納品されることが多い。取引先からも品種の指定をさ

れることはほとんどなく，「ブルーベリー」としてオー

ダーされる。取扱い時期は国産が3～8月で，5月ま

では品質に問題ないが，気温の高い6月以降は実がや

わらかく傷みやすくなるので早めに収穫してほしいと

指示している。9月以降の取り扱いは輸入果が大半を

占める。品質については，市場出荷するのであれば，

品種別とし，良食味でサイズは2L～3Lの大粒，ブルー

ムがのり，果実色が揃ったものがよく，継続出荷して
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表２ Ａ農業協同組合でのヒアリング調査結果



ほしい。生食では，大粒で糖度が高いものが人気であ

るが，現状では粒が小さく，味がばらついている印象

がある。ブルーベリーに対する要望としては，棚持ち

の良いものが欲しい，通年で需要はあるので9月以降

も出荷できるなら欲しい，との意見があがった。

（5）D食料品小売店でのブルーベリーの取り扱い状況

D食料品小売店は，百貨店が直営する食料品小売店

（スーパー）であり，バイヤーにヒアリング調査を行っ

た（表5）。ブルーベリーの取り扱い状況については，

通年で一定の数量を維持しているが，陳列棚のはじの

添え物的な場所に置かれている。国産が旬となる6～

8月には陳列フェースを広く取り，売り上げも大きく

伸びる。売れ筋は大粒のL～2Lサイズである。現状

では品種の区別はなく，「ブルーベリー」として販売

している。品種名を認知している消費者は少ないので

はないか，またブルーベリーの購入層は食にこだわり

がある人ではないかと考えている。ブルーベリーの課

題は品質が不安定で日持ちが悪いことであり，入荷し

た時点でカビや果汁が出ているものが多く見受けられ

る。ブルーベリーの販促活動としては，千葉の若手生

産者が自ら消費者と話をしながら店頭販売するイベン

トを行ったことがある。ブルーベリー以外でも，桃，

柿は福島の生産者が来て同様のイベントを実施してい

る。ブルーベリーに対する要望や改善点，今後の販売

路線などを聞くと，以下のような意見があがった。ブ

ルーベリーの購入層は「食にこだわりがある人」のイ

メージなので，ブランド戦略にのりやすいのではない

か。夏休み期間に，お母さんへの夏休みメニューとし

てブルーベリーを提案すればニーズに合致するのでは

ないか。生産者が自ら販売促進に参加して消費者リサー

チをすること，また鮮度と品質の良い品物を出荷でき

る体制づくりをすることが大切だと思う。
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表３ Ｂ農家兼加工業者でのヒアリング調査結果
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表４ C1卸売業者およびC2仲卸業者でのヒアリング調査結果
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表５ Ｄ食料品小売店でのヒアリング調査結果

a)D食料品小売店から公開の許可を得られた情報のみを記載した。 b)バイヤーの個人的意見として聞きとりを行った。



（6）Eインターネット販売業者でのブルーベリーの取

り扱い状況

Eインターネット販売業者では，取締役および商品

企画担当者にヒアリング調査を行った（表6）。E業

者は，産地や卸売市場から農水産物を買い付け，自ら

運営するインターネット通販サイトで販売を行ってい

る。ブルーベリーの取り扱いは，現状では商品数，量

ともに少なく，品切れで取り扱いがまったく無い時も

ある。また品種別の販売はしていない。約10年前に

群馬県品種の「おおつぶ星」，「あまつぶ星」を扱った

際には，需要はあったが，傷が多く欠品も重なったこ

とから生産者が出荷を取りやめた。ブルーベリーに対

する要望や今後の販売路線などを聞くと，以下の意見

が上がった。ブルーベリーは一定の客層が好み，常に

需要はあるので，安定的に供給された場合は販売した

い。8月後半から9月いっぱいまで果物が少ないので，

可能なら出荷してほしい。ブルーベリーは入荷時期が

限られ，棚持ちが悪いため，流通方法としてはスーパー

などの小売より通販に向いていると思われる。過去に

別の果物で甘味と酸味のバランスが良く美味しいと評

価した商品を販売したところ，酸味が強すぎるとクレー

ムや返品があったため，消費者は果物の酸味に抵抗感

があると考えて商品を選択・販売する方針である。

（7）F食品製造小売業者でのブルーベリーの取り扱い

状況

F食品製造小売業者では，商品企画担当者にヒアリ

ング調査を行った（表7）。F食品製造小売業者は，高
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表６ Ｅインターネット販売業者でのヒアリング調査結果
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表７ Ｆ食品製造小売業者でのヒアリング調査結果

a)F食品製造小売業者から公開の許可を得られた情報のみを記載した。



級フルーツ・ギフトの販売，および果物を使ったケー

キ，ジャム，サラダなどの製造・販売を行っている。

F業者においてブルーベリーは，メインではなくトッ

ピングや飾りといったサブ的な位置づけで多く取り扱

われている。そのため，年間を通して需要があり，国

産の旬以外の時期は海外産を使用している。ブルーベ

リーの購入層は高感度な女性であり，近年の食の安全・

安心を求める動きから，国産の人気が上昇している。

そこでワンランク上のプレミアム商品として，信州伊

那市産ブランド「蜜の粒」をパック販売している。産

地とともに大粒・高糖度などの規格を協議して定め，

高付加価値品としてブランド化を図っている。品質・

規格等については，主役の高級生果であれば，大粒・

高糖度で，品種別，産地・生産者指定のものがよく，

サブのトッピング用であれば，ある程度の粒の大きさ

で，実がしっかりしたものが適する。また，ジャム用

であれば，甘さ控えめ，酸味強めのものが合う。小売

側としてブルーベリーの商品イメージは概ね良好であっ

たが，日持ちが悪いことや，品質の安定と数量確保が

課題としてあげられた。ブルーベリーに対する要望，

改善点，今後の販売路線などを聞くと，以下の意見が

あがった。国産であればサブよりも主役を目指してブ

ランドを育てたほうがよい。ブルーベリーは食味良

好だがその他の特徴が見当たらないので，なるべく品

種・大粒・高糖度・産地生産者指定などの付加価値を

付けて市場取引の中で条件を良くするとよい。「蜜の

粒」では糖度の安定化に苦労しているため，甘さがあ

る程度一定だと消費者は買いやすい。また，消費者は

甘さだけでなく，爽やかさや健康などのイメージを求

めており，安全・安心や機能性を期待して買う人が多

い。

（8）G菓子製造兼販売業者でのブルーベリーの取り扱

い状況

G菓子製造兼販売業者では企画開発，仕入および営

業担当者にヒアリング調査を行った（表 8）。G業者

では，主に贈答用を想定した菓子の製造・販売を行っ

ている。果物を使用した商品は焼き菓子がメインであ

り，果物の仕入れ形態はパウダーやフリーズドライの

ものが多い。現状ではブルーベリーの取り扱いはない

が，新たな商品開発に関心を持っている。ブルーベリー

の香りと色は菓子にしても残るため，無着色・無香料

で製造でき，加工に向いている。また，東京用のお土

産として販売している商品が多数あり，競合企業との

差別化を課題としている。今度，地産地消や果実素材

へのこだわりをもって商品化を進めたいと考えている。

ブルーベリーを使用するならば，東京都や大学とのコ

ラボレーションによるブランド化も良く，品種名は可

愛らしい名称のほうが良い。ブルーベリーを新たに取

り扱う場合，原材料の生果やピューレを保管する場所

がないため，在庫管理が課題となる。生産者が一定量

を管理して納品するのか，パウダー等に加工してから

納品してもらうのかなど検討が必要となる。
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表８ Ｇ菓子製造兼販売業者でのヒアリング調査結果



（9）新品種等の評価

A～G業者による新品種等の果実評価の結果を表9

に示す。対照品種の「ティフブルー」に対しては，各

業者のほぼ全ての人が外観，味ともに一般的なブルー

ベリーだとの印象をもった（データ略）。TB-1，TB-2，

TB-5の房取り収穫した果実（以下，房付き果実）に

対しては，いずれの業者もブルーベリーとしては見慣

れない形態との感想であったが，小売りでは房付きの

果実でも構わない，従来品に比べて差別化が図れる，

など中立的または好意的な意見が多くあがった。また，

生産・加工の観点からは，生産者が自分で摘み取る場

合に楽になる，房で収穫した後に涼しいところで調整

作業ができる，など評価する意見があった。TB-1，

TB-2，TB-5の食味については，いずれの系統も好き

嫌いが分かれ，「ティフブルー」と比べた良し悪しの

評価も異なり，個人差が大きかった。甘味を好む人は

TB-2を，酸味を好む人はTB-1を，味の濃さやバラ

ンスを好む人はTB-5を好む傾向であった。しかし生

食用として味が問題とされることは無く，いずれの系

統も一定の実用レベルにあると考えられた。果実サイ

ズについては，小さい，もう少し大きいほうがよい，

という意見が多かった。果色については，特にTB-5

の黒さに関して，古そう，冷凍品を解凍したようだ，

などの否定的な意見が出る一方で，消費者には違いは

わからない，新規性がある，という肯定的な意見もあ

がった。また，D食料品小売店からは，房付き果実で

売るなら黒色果と緑の果柄のコントラストがきれいな

TB-5が最も良い，と評価された。「みのうの輝」に

ついては，資料を用いてアントシアニン高含量，加工

用などの品種特性を説明し，感想を求めた。アントシ

アニンが豊富なため目に良いという印象はセールスポ

イントになる，健康観があってよい，加工では濃い紫

色はそのまま活かせる，加工用品種であってもレシピ

など使い方を説明できれば販売できる，などの肯定的

な意見や提案があった。

４．消費の動向

（1）調査方法

消費者からみたブルーベリーに対する意識を把握す

るために，グループインタビュー調査（集団面接調査）

を実施した。グループインタビューは，自由な話し合

いの中で得られた情報を活用して，ある課題を解決す

る手法である。調査は2020年 8月に東京都農林総合

研究センター（立川市）にて実施した。調査対象は都

内在住または在勤の一般消費者で，次の3つの属性に

当てはまることを条件とした。①日常的に生鮮食品を

購入し，調理を行う女性であること；ブルーベリーの

多くが青果物として流通しているため。②農業および

それに関係する職業に従事していないこと；ブルーベ

リーに関する知識が一般平均より著しく多い対象が混

ざることにより，結果に偏りが生じることを防ぐため。

③20～30代または40～50代であること；年齢層別の

データを比較するため。これらの条件に当てはまる対

象者を（公財）東京都農林水産振興財団の事務系職員

から募集して，参加者を決定した。そして2つの年齢

区分について各々6人1組のグループを作り，1グルー

プあたり約 90分のグループインタビューを行った

（図版 2）。司会者が適宜，ブルーベリーの利用状況や

印象などの話題を示しながら進行し，参加者には提示

された話題に沿って自由に話し合いをしてもらった。

また，新品種等の試食および資料を用いた特性説明を

行い，見た目や味の感想を自由に話し合ってもらった。

試食の果実は同年8月中に収穫して冷蔵保存していた

生果で，TB-1，TB-2，TB-5では房付きの果実を，

「ティフブルー」ではバラの果実を用いた。「みのうの

輝」については，加工用品種であることから，冷凍果

を加糖ヨーグルトに添加したものを用いた。会話は録

音・録画して後日書き起こしを行い，項目別・年代別

に内容をまとめた。

（2）ブルーベリーの利用状況および印象

ブルーベリーの利用状況と印象について年代別に整

理した結果を表10に示す。20～30代と40～50代の

どちらにおいても，ブルーベリーの生果または冷凍果

を購入する人は少なかったが，ジャム，ヨーグルトな

どの加工品については日常的に購入する人が複数いた。

果実の購入先はどちらの年代も摘み取り園や直売所

（道の駅）であった。食料品スーパーで購入した人は

おらず，「スーパーで売っているのを知らなかった」，

「パックが小さく目立たない」という意見があがった。

一般的に食料品の購入において最も主要なチャネルで

あるスーパーでブルーベリーを購入する人がいないこ

とは，陳列の場所や方法が悪いことが一因として考え

られた。ブルーベリーに対する印象として，好き嫌い

をたずねたところ，どちらの年代もほとんどの人が好

きと答え，嫌いという人はいなかった。ブルーベリー

の好きなところは，味（適度な甘みと酸味）と目に良

いこと（健康機能性）が両年代で共通してあげられた。

また，皮をむかずに食べられる，手が汚れない，冷凍

できる，ジャムなどに加工しやすい，といった利便性
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表９ ヒアリング調査におけるブルーベリー新品種等の果実評価
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表９（続き）

a)TB-1，TB-2，TB-5は資料説明，外観，食味に基づく評価。「みのうの輝」は資料説明に基づく評価。対照品種「ティフ

ブルー」のデータは割愛。
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表10 消費者のグループインタビュー調査結果



の良さもあげられた。一方，ブルーベリーの好きでな

いところとしては，味がうすい，歯にはさまりやすい，

お腹にたまらない，値段が高い，などの点があげられ

た。ブルーベリーの目に良いという健康イメージは両

年代の多くの人が持っており，ブルーベリーに対する

良好な印象に結び付いていた。一方で，ブルーベリー

の品種や産地，旬についての知識を持つ人はどちらの

年代でもほとんどいなかった。旬の認識が乏しいため

か，40～50代ではいつでも食べたいとの意見もあっ

た。現状のブルーベリーの価格について，40～50代

では他の果物と比較して価格が高い点や，量と価格に

比べて満足感が低い点が挙がり，20～30代ではそも

そも相場が把握されていなかった。ブルーベリーに対

する要望や改善点としては，粒が大きいほうがよい，

味が濃くなってほしい，地元産やヘルシーなどのもう

一押しが欲しい，味のばらつきをなくしてほしい，な

どの意見があがった。

（3）新品種等の評価

年代別の新品種等の果実評価の結果を表11に示す。

対照品種の「ティフブルー」に対しては，両年代のほ

ぼ全ての人が外観，味ともに一般的なブルーベリーで

あるとの印象をもった（データ略）。TB-1，TB-2，TB-

5の房付き果実に対しては，気にならない，珍しい，

可愛い，などの中立的または肯定的な意見があがった。

一方，房から外して食べるのが面倒くさいという否定

的な意見もあったが，房付きであることによって日持

ちが良くなるなどのメリットがあるならかまわない，

という人もいた。TB-1，TB-2，TB-5の食味について

は，20～30代ではTB-2が最も支持され，40～50代

ではTB-1，TB-2，TB-5で好みが分かれた。食味の評

価はこのように年代差，個人差が大きかったが，全て

の系統で支持をする人がおり，40～50代では「ティ

フブルー」よりTB系統の食味のほうが好ましいと感

じた人が多かったことから（データ略），いずれの系

統も一定の実用レベルにあると考えられた。各系統の

評価された味の特徴としては，TB-1は酸味の強さ，

プリッとした食感，TB-2では甘味の強さ，香りの良

さ，ジューシーさ，TB-5では味の濃さ，ワイルドな

味，ジューシーさ，であった。また，3系統ともに，

タネ無しやタネが少ないために食感が良いことが評価

された。TB-2，TB-5の黒または黒っぽい外観につい

ては，見慣れないという感想が出たものの，否定的な

意見は少なく，味が濃そう，房付きでは見栄えが良い

などの肯定的な意見もあったことから，見た目の評価

は決して悪くないと考えられた。加工用品種「みのう

の輝」の食味については，不思議な味，土っぽい，味

がうすい，タネ・皮が気になる，などの否定的な意見

が両年代で多かった一方で，20～30代からは独特で

美味しいという少数意見もあった。なお，本調査の加

糖ヨーグルトに冷凍果を添加した食べ方は，本品種の

使い方として好適でなかったと考えられ，食味の感想
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表11 グループインタビュー調査におけるブルーベリー新品種等の果実評価

a)「みのうの輝」は冷凍果実を加糖ヨーグルトに入れて供試し，その他の品種・系統は生果を供試した。対照品種「ティ

フブルー」のデータは割愛。



については留意が必要である。実際に40～50代から

は，ジャムやピューレに加工したほうがよいのでは，

という意見があがった。また，外観については20～

30代で，紫色が濃くてきれいとの評価があった。

５．考察

（1）流通・消費におけるブルーベリーのニーズと課題

ヒアリング調査およびグループインタビュー調査の

結果から，ブルーベリーの取り扱いの現状と課題をま

とめる。流通・小売では，年間を通して一定の需要が

あるものの，日持ちの悪さ，品質や味のばらつき，国

産の供給量の不安定性が共通する課題としてあがった。

日持ちについては特に6月以降が問題視され，早どり

が推奨されていた。供給に関しては，農協の直売所，

ネットショップ，学校給食など多様な需要があるにも

かかわらず，収穫の手間や時期，品質の問題から安定

供給には至っていなかった。摘み取り園では生産量の

9割が摘み取りで販売されることから，摘み取り園の

多い都内では都産果実が近隣の来園者にしか供給され

ていないのが現状と考えられた。また，供給を望む時

期については，学校給食やネットショップ，スーパー

の需要として7月中下旬と9月が挙げられた。7月は

ハイブッシュとラビットアイの端境期かつ梅雨時で高

品質生産が難しい時期であり，9月は晩生のラビット

アイも概ね終了している時期なので，現状では高品質

果の安定供給が難しい時期にあたる。果実の規格につ

いては，大粒のものは生食用の高級果実として高値で，

小粒のものや大量パックの輸入品は加工用として安値

で取引される傾向であった。したがって，国産品であ

れば基本的には生食用として高価格帯でのブランド化

を図るべきと考えられた。また，各業者の考え方とし

て，農協や卸・仲卸は従来的なブルーベリーのイメー

ジや品質（青色，大粒，旬）を求めるのに対し，ネッ

トショップや百貨店スーパーなどは個性のある果実を

重視するスタンスがみられた。こうした販売チャネル

を通せば，従来品種とは異なる特性であっても，しっ

かりと説明やアピールができれば差別化や高付加価値

化ができ，むしろ強みになると考えられた。

ジャム加工や菓子製造の面からは，生産者からの果

実の納品に関して，品質を揃えて夾雑物を取り除くこ

との徹底や，納品形態（生果かパウダーか）と在庫管

理の問題があげられた。FおよびG製造業者からはブ

ルーベリーの商品化に積極的な姿勢がみられたことか

ら，ブルーベリーを用いた商品開発に関しては，原材

料の安定供給さえできれば間口が広いことがうかがえ

た。

グループインタビュー調査の結果から，消費者はブ

ルーベリーについて，その味（適度な甘みと酸味）や

健康機能性（目に良い）から好ましいと感じている人

が多く，食べやすさや加工しやすさなどの利便性も高

く評価していた。その一方で，味が薄い，品質がばら

つく，値段が高い，食べ応えに乏しいなどの不満な点

もあがった。生食での味の好みに関しては年代差や個

人差がみられたが，ヒアリング調査の結果も併せると，

甘味が強く酸味の弱いものが広く受け入れられやすい

と考えられた。また果実サイズに関しては，流通・消

費のいずれの場面においても粒が大きいことが求めら

れた。ブルーベリーの購入ターゲットについては，事

業者側では「食のこだわりが強く，感度の高い女性」

と捉えており，こうした人に対しては東京産や地産地

消，健康に良いイメージなどのブランド戦略が効果的

に働くと推測された。

なお調査の結果，ブルーベリーの産地や品種，季節

感，価格などに関する消費者の認知度は総じて低かっ

た。フードシステムの川下の小売店や飲食店でも，一

部のこだわりの強いレストランなどを除けば同様の状

況がみられ，生産者や農協などフードシステムの川上

に近い組織（主体）が産地や品種について強く認識し

ているのとは対照的であった。今回の調査から，ブルー

ベリーに対する関係主体の評価に統一感がなく，情報

格差のあることが確認された。

なお，本研究ではブルーベリーの流通，小売，製造，

消費の各段階で1～数箇所の事業者および少数の消費

者を対象に調査・分析しており，その結果は必ずしも

各段階の動向を反映していない可能性がある。ブルー

ベリーの流通・消費の実態をより正確に把握するため

には，今後こうした調査の事例を蓄積していくことが

重要と考えられた。

（2）新品種の特性を活かした普及の方向

本調査で得られた流通・消費におけるブルーベリー

のニーズと課題や新品種等の評価の結果をもとに，供

試した新品種等5種類について，各々の普及の方向と

今後検討すべき課題に関して考察を行った（表12）。

まず，種間雑種のTB-1，TB-2，TB-5については，

いずれも房取り収穫適性をもつことが最も画期的な特

徴であり，収穫の省力化が普及上の大きなメリットと

なりうる。生産面でこれを活かすには，摘み取り園以

外の経営形態で基幹的または補完的にブルーベリーを

栽培する，つまり自ら収穫・出荷する経営において主
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力品種として有効と考えられる。また，摘み取り園に

おいては，中生で甘みが強く食味良好なTB-2が，ハ

イブッシュとラビットアイの端境期（7月）用，およ

び直売所のパック販売用の補完品種として適合すると

考えられる。生果の利用で高付加価値化し有利販売す

るためには，房付きの果実やTB-5の黒い果実という

独自性をブランド化につなげること，房付きによる日

持ち性の向上を流通・消費面でアピールすること（棚

持ちが良い，冷蔵保存して9月出荷できるなど），ま

た都内生産においては東京ブランドや地産地消のアピー

ル，学校給食での利用が有効と考えられる。また加工

利用においては，房取り収穫とその後の室内での調整

のしやすさにより，原材料果実の生産性と品質の向上

が期待できる。またタネ無しであることは，ジャム等

での加工適性が向上することが考えられる。都内の複

数の産地では，地域の洋菓子店や酪農家などとの連携

による商品開発，地域観光とのタイアップ，祭りなど

のイベント開催に取り組み，ブルーベリーを地域振興

に活用している（石川・小池，2006）。菓子などの商

品開発や地域の飲食店とのコラボレーション，イベン

ト開催のためにはパック販売や加工原料となる果実の

供給が不可欠である。房取り収穫できる品種はそうし

た意欲的な産地のニーズにも応える品種になりうる。

TB-1，TB-2，TB-5についてこの方向で普及を進める

ためには今後，房付きでの出荷規格の作成や，日持ち

性の実証試験，房付きや黒色果による高付加価値化の

検証などが必要である。また品種化にあたっては，東

京ブランドのイメージを活かせるようなネーミングが

重要である。

次に，ハイブッシュのTB-4については，早生で大

粒，高糖度，食味が優れることから，摘み取り園での

早生品種，および契約出荷用の品種としての利用に適

合すると考えられる。大粒・高糖度かつ東京ブランド

であることを活かし，高級果実やギフト用としての有

利販売が期待できる。今後の検討すべき課題としては，

大粒・高糖度の品質や収量を安定的に維持するために，

出荷規格の作成や現場での栽培技術支援が必要と考え

られる。またこの系統も，品種化にあたっては東京ブ

ランドを活かしたネーミングが重要である。

最後に，「みのうの輝」については，果肉まで紫色

でアントシアニン含量の高い果実であり，色の濃さを

生かしたジャムやピューレ，菓子などの加工品の開発

が有効と考えられる。また，独特の風味をもつことか

ら，それを生かす調理法としてジビエ料理やフランス
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表12 新品種および新品種候補系統の普及の方向

a)本調査での果実評価は未実施であるため，本調査で得られた流通・消費における一般的なブルーベリーのニーズ等の

知見をもとに，活用方法を検討した。



料理などの高級料理でのレシピを開発することも有望

と考えられる。販売戦略としては，アントシアニンは

健康に良いという一般に定着したイメージを十分に活

かすことで，消費者の関心や購入意欲を喚起できると

期待できる。この普及方向にむけて今後の検討すべき

課題としては，様々な食品メーカーやレストランなど

とコラボレーションを図り，加工品やレシピの開発を

進めることが必要である。

（3）今後の育種の方向

本調査結果を踏まえ，今後のブルーベリー育種で新

たな個体の作出や選抜をするにあたっては，温暖地適

応性，房取り収穫適性，アントシアニン高含量などの

特性に加えて，以下の5点を具備した新品種の育成を

目指すことが重要と考えられる。

①品質の安定性：果実一粒ごとの品質のばらつきが少

なく，味が均一かつ良好であること。

②甘味の安定性：一定の糖度があり，酸味が適度に低

く，収穫のタイミングや環境条件などの影響を受け

ずに安定的に甘味を呈すること。

③大粒：なるべく大粒であること。

④日持ち性：房付き以外にも日持ち性に関わる要素

（果皮・果肉の硬さ，食味の経時変化など）はある

ので，総合的に日持ち性に優れること。

⑤収穫時期：関東以南で5月（極早生），7月（端境

期），9月（極晩生）に安定的に収穫できること。

このような方向で新品種を開発することで，将来的

には都内を始め関東以南でのブルーベリー生産のさら

なる発展とブルーベリー消費の新たな展開に寄与でき

るものと考えられる。

摘 要

ブルーベリーの種間交雑育種によってこれまでに，

温暖地域での栽培適性があり，かつ省力的な房取り収

穫が可能な新品種候補系統やアントシアニン高含量の

品種を作出した。そこで，都内を中心にブルーベリー

の流通・消費および新品種等の果実についてマーケティ

ング調査を行い，新品種等の効果的な開発や普及の方

向について考察を行った。

流通・小売等へのヒアリング調査の結果，ブルーベ

リーは通年で一定の需要があるものの，日持ちの悪さ，

品質や味のばらつき，収穫の手間などによる供給量の

少なさが課題となっていた。供給時期については旬に

加えて7月と9月が求められた。ブルーベリーの購入

層は「食のこだわりが強く，感度の高い女性」と捉え

られており，大粒の国産品は高級果実として高値で取

引きされていた。消費者へのグループインタビュー調

査では，味や健康機能性の点でブルーベリーを好まし

いと感じる人が多い一方で，品質がばらつくなどの不

満な点があること，ブルーベリーの産地や品種，季節

感，価格などに関する認知度が総じて低いことがわかっ

た。生食では大粒で甘味が強く酸味の弱いものが広く

受け入れられやすいと考えられた。

以上から，新品種等5種類について，各々の普及の

方向に関して考察を行った。房取り収穫のできる3系

統（TB-1，TB-2，TB-5）については，摘み取り園以

外で基幹的または補完的にブルーベリーを栽培する経

営において省力的な収穫ができる主力品種として適合

し，摘み取り園においては中生で甘みが強く食味良好

なTB-2が補完品種として適合すると考えられた。生

果で有利販売するためには，房付きによる日持ち性の

向上，房付きの果実やTB-5の黒色果という独自性，

東京ブランドや地産地消をアピールすること，および

学校給食への出荷が有効と考えられた。加工利用にお

いては，房取り収穫による原材料果実の生産性と品質

の向上が考えられた。TB-4については，早生で大粒，

高糖度であることから，摘み取り園での早生品種およ

び契約出荷用の品種としての利用に適合し，大粒・高

糖度の東京ブランドとして有利販売が期待できると考

えられた。アントシアニン含量の高い「みのうの輝」

については，色の濃さを生かしたジャム等の加工品の

開発と，独特の風味を生かした高級料理でのレシピ開

発が有効と考えられた。

また，調査結果を踏まえて今後のブルーベリー育種

の方向を検討し，温暖地適応性，房取り収穫などの特

性に加えて以下の5点を具備した新品種の育成を目指

すことが重要と考えられた。①品質の安定性（果実一

粒ごとの味のばらつきが少ない），②甘味の安定性，

③大粒，④日持ち性，⑤収穫時期（関東以南で5月

（極早生），7月（端境期），9月（極晩生））。
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Abstract

Fournewblueberrylinesandacultivar（TB-1,2,4,5,and‘Mino-noKagayaki'）havebeendevelopedtoinclude

desirabletraits,suchasadaptabilitytowarmareas,suitabilityforlabor-savingclusterharvesting,andhighanthocyanin

content.Toeffectivelydevelopanddisseminatethesenewtypesofcultivars,marketingresearchwasconductedto

betterunderstandthedistributionandconsumptionofblueberriesinTokyo.Additionally,vendorsandconsumerswere

surveyedtoevaluatethequalitiesoffruitsofthenewlinesandacultivar.Surveysofdistributors,retailers,and

processorsshowedthattherewasaconstantdemandforblueberriesthroughouttheyear.Themainissuesaffecting

blueberrysupplyandsaleincludedtheirpoorshelflife,inconsistentquality,andlowsupplyduetolabor-intensive

harvestingrequirements.Inadditiontothemainharvestseason,supplieswerefoundtoberequiredinJulyand

September.Themainconsumersofblueberrywereperceivedas“womenwithastrongappreciationanddesireforgood

andhealthyfood”.Groupinterviewswithconsumersrevealedthatblueberriesweredesirableduetotheirtasteandhealth

properties,butconsumersweredissatisfiedwiththeinconsistentqualityoffruit,andtheyhadpoorknowledgeof

blueberryproductionareas,cultivars,seasons,andprices.Cultivarswithlargeandsweetberrieswithlowaciditywere

mostlydesiredforrawconsumption.

Basedontheaboveresults,themethodsfordiffusingthefournewlinesandacultivarwerediscussed.Threelines

（TB-1,2,5）,whichareadaptedforclusterharvestingandthuswellsuitedtolabor-savingharvestingmethods,were

considereddesirableasmainstaycultivarsingardenswhereblueberrieswerecultivatedasacoreorcomplementarycrop,

andharvestedbyfarmersthemselves.TB-2isamedium-maturityvarietywithsweetandtastyfruitthatwasalso

consideredsuitableforpickinggardens.Improvedshelflifeduetoclusterharvesting,theappealofunique

characteristics（grape-likefruitclusters,andtheblackcolorfruitfromTB-5）,localproductionforlocalconsumption

messaging,brandingasTokyocultivars,andshipmenttoschoolsforluncheswereallconsideredtobeuseful

characteristicsandstrategiesforincreasingtheprofitabilityoffruitfromtheselines.Forprocessing,itwasconsidered

thattheproductionandqualityoftherawfruitscouldbeimprovedbyclusterharvesting.TB-4,whichmaturesearly

andhaslargeandsweetfruit,wasconsideredsuitableforuseasanearlycultivarinpickinggardensandforshipping

asahigh-qualityTokyobrand.’Mino-noKagayaki',whichhasahighanthocyanincontent,issuitableforprocessed

products,suchasjams,duetoitsrichcolor,andforfinecookingduetoitsuniqueflavor.Thefuturedirectionof

blueberrybreedingwasalsodiscussedanditwasproposedthat,inadditiontowarmareaadaptabilityandsuitabilityfor

clusterharvesting,fruitfromthenewcultivarsshouldhavethefollowingfivecharacteristics:（1）uniformquality（less

variationamongfruit）,（2）consistentsweetness,（3）largesize,（4）longshelflife,and（5）harvestseasonsinMay

（veryearly）,July（off-cropseason）,andSeptember（verylate）inthesouthernpartoftheKantoregion.

Keywords:anthocyanin,blueberrybreeding,clusterharvesting,marketing,shelf-life

BulletinofTokyoMetropolitanAgricultureandForestryResearchCenter,17：69-89,2022
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図版２ グループインタビュー調査の様子

図版1 供試した品種・系統の果実

新品種または新品種候補系統の果実（ティフブルー，スパルタンは対照）。

TB-1,TB-2,TB-5は房付き果実，「みのうの輝」は果実断面を示す。白色バー

は1cm，黒色バーは5mmを表す。


